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第
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開催まで

あと
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第
29
回
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「今年は豊作！」笑みがこぼれる「今年は豊作！」笑みがこぼれる「今年は豊作！」笑みがこぼれる
　三関地区で、市内では珍しい梅の栽培と、加工　三関地区で、市内では珍しい梅の栽培と、加工
品を販売している藤川幸久さん。新たな特産品と品を販売している藤川幸久さん。新たな特産品と
安定した農家の姿を目指してチャレンジを続けて安定した農家の姿を目指してチャレンジを続けて
いますいます

　三関地区で、市内では珍しい梅の栽培と、加工
品を販売している藤川幸久さん。新たな特産品と
安定した農家の姿を目指してチャレンジを続けて
います
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１
．
試
験
区
分
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

２
．
受
験
資
格
等

　

⑴
次
の
年
齢
等
の
要
件
を
満
た
し
、
採
用

　

後
は
湯
沢
市
に
定
住
で
き
る
人

　

▽
上　

級　

①
昭
和
55
年
4
月
2
日
か
ら

　
　

平
成
5
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　
　

人
／
②
平
成
5
年
4
月
2
日
以
降
に
生

　
　

ま
れ
た
人
で
、
大
学
を
卒
業
ま
た
は
平

平
成
26
年
度
湯
沢
市
職
員
採
用
試
験

湯
沢
の
地
と
人
を
大
切
に
思
い
、
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
、
何
事
に
も
全
力
で
取
り
組
む
、

熱
い
心
を
持
っ
た
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
　

成
27
年
3
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

　

▽
中　

級　

昭
和
57
年
4
月
2
日
か
ら
平

　
　

成
7
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※

大
学
を
卒
業
し
た
人
、
ま
た
は
平
成
二
十

七
年
三
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
を
除
く
。

　

▽
初　

級　

昭
和
59
年
4
月
2
日
か
ら
平

　
　

成
9
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※

大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
を
卒

業
ま
た
は
平
成
二
十
七
年
三
月
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
人
（
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
学
歴
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人
を
含
む
）
を
除
く
。

　

▽
保
健
師　

昭
和
55
年
4
月
2
日
以
降
に

　
　

生
ま
れ
た
人
で
、
保
健
師
の
資
格
を
有

　
　

す
る
か
、
平
成
27
年
3
月
ま
で
に
資
格

　
　

取
得
見
込
み
の
人

　

⑵
健
康
で
あ
る
こ
と

３
．
第
一
次
試
験

　

⑴
日
時　

9
月
21
日
㈰

　

◇
一
般
事
務
職
／
午
前
9
時
45
分

　
　
（
受
付
：
午
前
9
時
〜
9
時
40
分
）

　

◇
技
術
職
・
保
健
師　

午
後
1
時
15
分

　
　
（
受
付
：
午
後
0
時
40
分
〜
1
時
10
分
）

　

⑵
会
場　

湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
（
湯
沢
市
字
沖
鶴
69
―
5
）

　

⑶
試
験
種
目　

筆
記
試
験

　

◇
一
般
事
務
職
（
教
養
試
験
40
題
）
120
分

　

◇
技
術
職
（
専
門
試
験
30
題
）
120
分

　

◇
保
健
師
（
専
門
試
験
30
題
）
90
分

求
ム
求
ム
!
湯
沢
を
熱
く
愛
す
る
人

湯
沢
を
熱
く
愛
す
る
人
!

求
ム
求
ム
!
湯
沢
を
熱
く
愛
す
る
人

湯
沢
を
熱
く
愛
す
る
人
!

求
ム
!
湯
沢
を
熱
く
愛
す
る
人
!

市の事業・サービス全般に
おける一般行政事務

都市基盤等の整備における
専門的技術業務

市民の健康と福祉増進の
ための指導および援護業務

5人程度

上級

中級

初級

上級

中級
1人程度

採用予定人員

一般事務職

技術職（土木）

1人程度保　　健　　師

職　務　内　容試　験　区　分

■平成26年度新規採用職員■
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⑷
合
格
発
表

合
格
発
表　

10
月
上
旬
に
本
人
に
合
否

月
上
旬
に
本
人
に
合
否

　
　

の
別
、
試
験
の
点
数
お
よ
び
順
位
を
通

　
　

の
別
、
試
験
の
点
数
お
よ
び
順
位
を
通

　
　

知
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
合

　
　

知
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
合

　
　

格
者
の
受
験
番
号
を
掲
示

　
　

格
者
の
受
験
番
号
を
掲
示

４
．
第
二
次
試
験

４
．
第
二
次
試
験

　

⑴
日
時
日
時　

11
月
上
旬
を
予
定

月
上
旬
を
予
定

　

⑵
試
験
種
目　

面
接
ほ
か
（
詳
細
は
第
一

試
験
種
目　

面
接
ほ
か
（
詳
細
は
第
一

　
　

次
試
験
合
格
者
に
通
知
）

　
　

次
試
験
合
格
者
に
通
知
）

５
．
最
終
合
格
発
表

５
．
最
終
合
格
発
表

　

十
一
月
下
旬
に
本
人
に
合
否
の
別
を
通
知

　

十
一
月
下
旬
に
本
人
に
合
否
の
別
を
通
知

す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
合
格
者
の

す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
合
格
者
の

受
験
番
号
を
掲
示
。

受
験
番
号
を
掲
示
。

６
．
申
し
込
み
方
法
・
受
付
期
間

６
．
申
し
込
み
方
法
・
受
付
期
間

　

受
験
申
込
書
は
、
総
務
課
人
事
給
与
班
お

　

受
験
申
込
書
は
、
総
務
課
人
事
給
与
班
お

よ
び
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
班
に
あ
り

よ
び
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
班
に
あ
り

ま
す
。
郵
送
に
よ
る
請
求
の
場
合
は
、
封
筒

ま
す
。
郵
送
に
よ
る
請
求
の
場
合
は
、
封
筒

の
表
に

の
表
に
「
職
員
採
用
試
験
申
込
書
請
求

職
員
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」
と

朱
書
き
し
、
宛
先
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒

朱
書
き
し
、
宛
先
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒

（
角
型
二
号
）

（
角
型
二
号
）に
一
二
〇
円
分
の
切
手
を
貼
り
、

に
一
二
〇
円
分
の
切
手
を
貼
り
、

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
け
付
け
は
、
七
月
一
日

　

受
け
付
け
は
、
七
月
一
日
㈫
か
ら
八
月
一

か
ら
八
月
一

日
㈮
ま
で
。
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
の
場
合

ま
で
。
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
の
場
合

は
八
月
一
日

は
八
月
一
日
㈮
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に

ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に

限
り
受
け
付
け
ま
す
。

限
り
受
け
付
け
ま
す
。

７
．
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

７
．
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
01012
―
8508501
湯
沢
市
佐
竹

湯
沢
市
佐
竹
町
1
番
1
号
、
湯

号
、
湯

沢
市
総
務
課
人
事
給
与
班
（
☎

沢
市
総
務
課
人
事
給
与
班
（
☎
0
1
8

0
1
8
3
55

8
2
4
5

8
2
4
5
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⑷
合
格
発
表　

10
月
上
旬
に
本
人
に
合
否

　
　

の
別
、
試
験
の
点
数
お
よ
び
順
位
を
通

　
　

知
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
合

　
　

格
者
の
受
験
番
号
を
掲
示

４
．
第
二
次
試
験

　

⑴
日
時　

11
月
上
旬
を
予
定

　

⑵
試
験
種
目　

面
接
ほ
か
（
詳
細
は
第
一

　
　

次
試
験
合
格
者
に
通
知
）

５
．
最
終
合
格
発
表

　

十
一
月
下
旬
に
本
人
に
合
否
の
別
を
通
知

す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
合
格
者
の

受
験
番
号
を
掲
示
。

６
．
申
し
込
み
方
法
・
受
付
期
間

　

受
験
申
込
書
は
、
総
務
課
人
事
給
与
班
お

よ
び
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
班
に
あ
り

ま
す
。
郵
送
に
よ
る
請
求
の
場
合
は
、
封
筒

の
表
に
「
職
員
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」
と

朱
書
き
し
、
宛
先
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒

（
角
型
二
号
）に
一
二
〇
円
分
の
切
手
を
貼
り
、

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
け
付
け
は
、
七
月
一
日
㈫
か
ら
八
月
一

日
㈮
ま
で
。
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
の
場
合

は
八
月
一
日
㈮
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に

限
り
受
け
付
け
ま
す
。

７
．
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
012
―
8501
湯
沢
市
佐
竹
町
1
番
1
号
、
湯

沢
市
総
務
課
人
事
給
与
班
（
☎
0
1
8
3
55

8
2
4
5
）
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滞納処分について
（差し押さえのＱ＆Ａ）市税市税

　市の財政は、市民の皆さまの貴重な市税の納税によって成り立っています。
今回は、滞納処分（差し押さえ）によくある質問についてお知らせします。

　　　市税を滞納している人に対しては、どのような処分をして
　　　いるのですか？Q

　　　許可なく勝手に財産を調査することは、プライバシーの侵
　　　害、個人情報保護法に抵触するのではないか？Q

　　　借金があり、税金を納付できませんQ

　　　法律では、「納期限が過ぎた後、督促状を発送した日から１０
　　　日を経過した日までに完納しないときは、財産を差し押さえし
なければならない」 と規定されています。この場合、本人に対して事
前の連絡やその同意は必要ありません。
　これは、納期限までに納めていただいた人との公平性を保つととも
に、貴重な財源である税収の確保を図るために行います。

A

　　　税金を滞納することにより、法律（国税徴収法、地方税法）に基
　　　づき、全ての財産について調査ができる権限が発生します。こ
の権限により、調査を受ける勤務先や事業所、金融機関などの関係機
関は、調査に協力しなければなりません。
　これらの調査は、個人情報保護法に抵触しません。

A

　　　さまざまな事情があるでしょうが、大多数の人は納期限内に納
　　　付しています。また 「税金は全ての債務に優先する」 と、地方
税法第１４条で定められています。
　つまり、個人の借金よりも税金が優先されるのです。

事情があって納税が困難な人は、事情があって納税が困難な人は、
　そのままにせずご相談ください　そのままにせずご相談ください!
事情があって納税が困難な人は、事情があって納税が困難な人は、
　そのままにせずご相談ください　そのままにせずご相談ください!
事情があって納税が困難な人は、
　そのままにせずご相談ください!
　特に、けがや病気、失業、事業不振、生活困窮などの
事情で納期限内に市税を納めることが困難な場合は、必
ずご相談ください。
　　◎相談・問い合わせ　税務課徴税班（☎72‒7585）

預　貯　金

給　与　等

生 命 保 険

所得税還付金

動　産　等

９,４３７千円

９５９千円

３,０６５千円

２,３６９千円

３,６５８千円

１３９件

４件

９件

８６件

２件

【市が行った差し押さえ件数】

■平成25年度　滞納処分の状況
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国
保
税
の
税
率

国
保
予
算
に
つ
い
て

介
護
納
付
金

後
期
高
齢
者
支
援
金

2014.07.01
4

2014.07.01
5

　皆さんに納めていただく保険税は、国民健康保険事業を支える大切な財源です。納税通知書は７月
中旬頃まで世帯主のかたに送付します。 納期内（７月～平成27年２月）に必ず納めましょう。

平成 26 年度　国民健康保険税
　　　　　　　　　の　税率　が決まりました

医
療
費

　

医
療
保
険
分
の
保
険
税
を
決
め
る
基
礎
資

料
と
な
る
一
般
被
保
険
者
に
係
る
医
療
費
の

推
移
は
グ
ラ
フ
①
〜
③
の
と
お
り
で
す
。

　

二
十
五
年
度
の
医
療
費
実
績
は
、
二
十
四

年
度
と
比
較
し
て
一
・
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
、

額
に
す
る
と
六
千
九
百
八
十
六
万
一
千
円
増

加
し
ま
し
た
。
二
十
四
年
度
も
、
二
十
三
年

度
と
比
べ
て
〇
・
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
三
千

八
十
二
万
五
千
円
増
加
し
て
お
り
、
二
年
間

で
一
億
六
十
八
万
六
千
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
十
一
年
度
か
ら
二
十
五
年
度
ま

で
の
期
間
で
み
る
と
、
医
療
費
は
二
十
三
年

度
に
一
時
的
に
減
少
し
た
も
の
の
、
そ
の
前

後
の
二
年
間
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
の
増
加
が
要

因
に
あ
り
、
二
十
四
年
度
は
二
十
三
年
度
よ

り
四
・
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
十
五
年
度
も

二
十
四
年
度
よ
り
五
・
九
九
パ
ー
セ
ン
ト
の

高
い
増
加
率
と
な
り
、
二
年
間
で
一
〇
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
の
上
昇
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
二
十
六
年
度
の
医
療
費
の
試

算
に
当
た
っ
て
は
、
過
去
五
年
間
の
一
人
当

た
り
の
平
均
給
付
額
を
積
算
し
、
年
度
内
に

お
け
る
平
均
被
保
険
者
数
を
乗
じ
た
と
こ
ろ
、

療
養
給
付
費
と
高
額
療
養
費
と
も
増
額
が
見

込
ま
れ
、
二
十
五
年
度
と
比
較
し
て
四
千
四

百
十
一
万
円
増
の
三
十
六
億
九
千
二
百
九
万

三
千
円
（
一
・
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
増
）
と
な

り
ま
し
た
。

○表１　後期高齢者支援金（事務費含む）
　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
支
え
る
た
め
、

被
保
険
者
は
後
期
高
齢
者
支
援
金
を
負
担
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
二
十
六
年
度
の

国
保
被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
負
担
額
は
、

五
万
四
千
五
百
三
十
円
で
、
二
十
五
年
度
よ

り
二
千
十
二
円
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

二
十
四
年
度
の
精
算
額
と
し
て
、
支
援
金
か

ら
減
額
に
な
る
額
は
七
千
三
百
五
十
一
万
一

千
円
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
二
十
六
年
度
の
支
援
金
の

総
額
は
二
十
五
年
度
に
比
べ
、
四
百
六
十
一

万
七
千
円
減
と
な
り
、
七
億
四
千
六
百
五
十

六
万
一
千
円
を
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基

金
へ
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
表
１
）
。

一人当たりの
負担額（円） 49,526

24 年度 25 年度 26 年度見込

前々年度の
精算額（千円）

支援金の
納付額（千円）

△32,822

764,988

52,518

△61,279

751,178

54,530

△73,511

746,561

■支援金額の計算方法
　一人当たりの負担額×被保険者数（0歳～74歳）

　

介
護
保
険
分
の
保
険
税
を
決
め
る
基
礎
資

料
と
な
る
介
護
納
付
金
納
付
額
の
推
移
は
、

表
２
の
と
お
り
で
す
。

　

介
護
納
付
金
は
、
国
保
に
加
入
す
る
四
十

歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
被
保
険
者
（
第
二

号
被
保
険
者
）
の
見
込
み
人
数
と
一
人
当
た

り
の
負
担
額
を
基
に
社
会
保
険
診
療
報
酬
支

払
基
金
が
算
定
し
ま
す
。
二
十
六
年
度
の
介

護
納
付
金
概
算
額
は
、
二
十
五
年
度
よ
り
七

百
十
万
八
千
円
増
の
四
億
八
百
八
万
五
千
円

（
一
・
七
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
一
人
当
た
り
の
負
担
額
が
二
十

五
年
度
と
比
べ
て
、
三
千
六
百
八
十
二
円
増

額
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
要
因
と
し
て
第
二

号
被
保
険
者
数
の
減
少
が
一
人
当
た
り
の
負

担
額
を
押
し
上
げ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

国
保
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
歳
入
不
足
が

生
じ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
被
保
険
者
の
急
激

な
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
前
年
度
か
ら
の

繰
越
金
や
国
保
財
政
調
整
基
金
（
基
金
）
の

取
り
崩
し
で
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、
二
十

五
年
度
は
二
十
四
年
度
か
ら
の
繰
越
金
が
、

一
億
八
千
五
百
十
六
万
八
千
円
減
の
二
億
四

千
九
百
九
十
三
万
六
千
円
と
な
っ
た
た
め
、

財
政
調
整
基
金
か
ら
二
億
二
千
万
円
を
繰
り

入
れ
ま
し
た
。
二
十
六
年
度
に
つ
い
て
も
繰

越
金
は
ほ
ぼ
前
年
度
と
同
額
と
な
る
こ
と
や
、

医
療
費
の
さ
ら
な
る
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
二
十
五
年
度
と
同
額
の
二
億
二
千

万
円
を
財
政
調
整
基
金
か
ら
繰
り
入
れ
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
給
付
費
に
不
足

を
来
た
す
事
態
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
保
険

税
率
の
改
正
に
よ
り
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に

ご
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た

時
に
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

加
入
者
が
国
民
健
康
保
険
税
を
出
し
合
い
、

お
互
い
に
助
け
合
う
制
度
で
す
。

　

一
年
間
に
見
込
ま
れ
る
医
療
費
な
ど
か
ら
、

国
庫
支
出
金
な
ど
の
収
入
を
差
し
引
い
た
残

り
が
保
険
税
と
し
て
必
要
な
額
に
な
り
ま
す
。

税
率
は
こ
の
必
要
額
を
基
に
、
被
保
険
者
の

前
年
所
得
金
額
（
所
得
割
額
）
、
被
保
険
者

の
人
数
（
均
等
割
額
）
、
国
保
加
入
世
帯
数

（
平
等
割
額
）
を
勘
案
し
て
決
定
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
国
保
財
政
調
整
基
金
を
取
り

崩
す
こ
と
に
よ
り
被
保
険
者
の
負
担
を
軽
減

し
て
き
ま
し
た
が
、
残
高
の
減
少
に
よ
り
医

療
費
の
一
時
的
な
増
額
が
あ
っ
た
場
合
な
ど

に
枯
渇
す
る
懸
念
が
出
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

少
子
高
齢
化
に
よ
る
被
保
険
者
の
減
少
や
保

険
税
収
入
の
減
収
、
医
療
技
術
の
高
度
化
に

よ
る
医
療
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
さ
ら
に

厳
し
い
財
政
状
況
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
湯
沢
市
国

民
健
康
保
険
事
業
を
健
全
か
つ
安
定
的
に
運

営
す
る
た
め
税
率
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
二
十
六
年
度
の
税
率
は
、
下
表
の
と

お
り
に
な
り
ま
す
。

○表 2　介護納付金

一人当たりの
負担額（円） 50,246

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度見込

前々年度の
精算額（千円）

納付額（千円）

△55,864

342,637

52,107 54,191 56,366 59,588

△48,489 △29,041 △18,596 △25,733

348,514 386,007 397,328 400,977

63,270

△27,403

408,085

平成 26 年度　国民健康保険税改正後の税率等
【改正後】【改正前】

医
療
分
　

支
援
金
分

後
期
高
齢
者　

納
付
金
分

介
護

医
療
分
　

支
援
金
分

後
期
高
齢
者　

納
付
金
分

介
護

所得割額
均等割額
平等割額
賦課限度額
所得割額
均等割額
平等割額
賦課限度額

所得割額
均等割額
平等割額
賦課限度額

8.10%
21,400 円
18,200 円
510,000 円
2.40%
6,400 円
5,200 円

140,000 円

2.30%
7,500 円
4,400 円

120,000 円

所得割額
均等割額
平等割額
賦課限度額
所得割額
均等割額
平等割額
賦課限度額

所得割額
均等割額
平等割額
賦課限度額

10.10%
24,800 円
20,400 円
510,000 円
3.00%
7,200 円
5,800 円

160,000 円

2.80%
9,100 円
5,200 円

140,000 円

○グラフ①～③
【一般被保険者に係る医療費】
　　　　　　　    （単位：千円）△

グラフ①：療養給付費

△

グラフ②：療養費

△

グラフ③：高額療養費

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度
（見込み）

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

※「％」は前年度比較

4.84％ 0.48％ △1.07％ △0.04％ 2.17％ 0.65％

△7.02％ △3.97％
△11.68％ 1.67％ 6.97％ △3.56％

18.40％ 4.75％ 0.05％ 8.45％ 0.07％ 5.87％

26年度
（見込み）

26年度
（見込み）

31億
7,185万
6千円

31億
8,693万
6千円

32億
1,975万
9千円

32億
4,061万
1千円

31億
5,273万
1千円

31億
5,148万
2千円

2,170万
1千円

2,084
万円

2,001万
6千円

1,930万
4千円

1,840万
5千円

1,871万
2千円

3億
5,893万
6千円

3億
7,597万
8千円

4億
820万
8千円

4億
3,217万
8千円

3億
7,616万
1千円

4億
792万
8千円



保
険
税
の
軽
減
・
減
免

　　

世
帯
主
お
よ
び
被
保
険
者
の
前
年
の
所
得

合
計
額
が
一
定
の
基
準
額
以
下
の
場
合
、
保

険
税
の
均
等
割
額
と
平
等
割
額
が
七
割
、
五

割
ま
た
は
二
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
軽
減
額
は
世
帯
の
前
年
の
所
得
状

況
に
よ
っ
て
判
定
し
ま
す
の
で
、
世
帯
内
に

無
申
告
の
人
が
い
る
場
合
は
保
険
税
も
軽
減

で
き
ま
せ
ん
。
税
の
申
告
が
ま
だ
お
済
み
で

な
い
人
は
、
お
早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
二
十
一
年
三
月
以
降
に
倒
産
、
解
雇
、

雇
い
止
め
な
ど
で
離
職
（
非
自
発
的
失
業

者
）
し
た
六
十
五
歳
未
満
の
人
は
、
離
職
日

の
翌
日
の
属
す
る
月
か
ら
、
離
職
日
の
翌
日

の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
末
ま
で
、
前
年
の

給
与
所
得
を
百
分
の
三
十
と
し
て
、
国
保
税

を
算
定
お
よ
び
軽
減
判
定
し
ま
す
。
軽
減
を

受
け
る
に
は
申
告
が
必
要
で
す
の
で
、
雇
用

保
険
受
給
資
格
証
と
印
鑑
を
持
参
し
て
担
当

窓
口
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

天
災
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
時
や
収

入
が
少
な
く
生
活
が
苦
し
い
た
め
公
私
の
扶

助
を
受
け
る
時
な
ど
は
、
申
請
に
よ
っ
て
保

険
税
の
減
免
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

減
免
の
申
請
は
、
各
納
期
限
日
の
一
週
間

前
ま
で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ロ
ー
ン
や
負
債
に
よ
っ
て
生
活
が
苦
し
く

な
っ
た
場
合
は
、
原
則
的
に
減
免
で
は
な
く
、

分
割
納
付
な
ど
の
方
法
に
よ
る
対
応
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
震
災
な
ど
の
特
別
な
理
由
に
よ
っ

♦
解
雇
や
倒
産
な
ど
で
離
職
し
た
人

　
　
　

は
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

♦
保
険
税
の
納
付
や
医
療
費
の
一
部

　

     

負
担
金
支
払
い
が
困
難
な
人
へ

●
 

26
年
度
の
第
１
期
分
申
請
期
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
月
24
日
㈭

　
　

か
た
も
「
納
付
方
法
変
更
申
出
書
」
の

　
　

届
け
出
が
必
要
で
す

　

・
国
保
税
の
納
付
状
況
な
ど
に
よ
り
ご
希

　
　

望
に
沿
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

　

①
印
鑑
（
認
印
可
）
、
②
振
替
希
望
口
座

　

の
預
金
通
帳
、
③
通
帳
届
出
印

※

既
に
口
座
振
替
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る

か
た
は
、
②
と
③
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

普
通
徴
収
（
口
座
振
替
）

て
生
活
が
苦
し
く
な
り
、
医
療
機
関
に
医
療

費
の
一
部
負
担
金
を
支
払
う
こ
と
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
は
、
担
当
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
申
請
に
よ
っ
て
一
部
負
担
金
の
減
免
が

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
世
帯
主
の
か

た
は
、
受
給
し
て
い
る
公
的
年
金
か
ら
保
険

税
が
徴
収
（
天
引
き
）
さ
れ
ま
す
。

・
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
あ
る

　

こ
と

・
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
全
員
の
年

　

齢
が
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

・
世
帯
主
が
年
額
18
万
円
以
上
の
公
的
年
金

　

受
給
者
で
あ
る
こ
と

・
保
険
税
と
介
護
保
険
料
と
の
合
算
額
が
、

　

対
象
と
な
る
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え

　

て
い
な
い
こ
と

　

特
別
徴
収
を
希
望
し
な
い
か
た
は
、
手
続

き
を
す
る
こ
と
で
、
口
座
振
替
に
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
注
意
】

　

・
納
付
書
で
の
現
金
払
い
の
方
法
に
は
変

　
　

更
で
き
ま
せ
ん

　

・
手
続
き
を
し
て
か
ら
、
３
〜
４
カ
月
後

　
　

に
特
別
徴
収
が
停
止
さ
れ
、
口
座
振
替

　
　

が
開
始
さ
れ
ま
す

　

・
既
に
口
座
振
替
を
申
し
込
み
し
て
い
る

 　〇問い合わせ・申告・手続き先
 ▼保険税・特別徴収・減免について
　 税務課市民税班（☎55－8094）へ
 ▼医療費・被保険者証・非自発的失業軽減について
　 市民課国保年金班（☎55－8164）または各総合支所市民サービス班へ
 ▼医療費の一部負担金減免について
　 市民課国保年金班へ
 ▼口座振替への変更手続きについて
　 税務課納税班（☎73－2118）または各総合支所市民サービス班へ

2014.07.01
6

2014.07.01
7

♦
保
険
税
の
軽
減

※納税通知書に軽減額が記載されていますので、確認してください。

○保険税が軽減となる判定の基準

４５０,０００円×被保険者数・特定同一世帯所属者の
数＋３３万円

２４５,０００円×被保険者数・特定同一世帯所属者の
数＋３３万円

３３万円

２割軽減

５割軽減

７割軽減

判定基準
（世帯の前年度所得合計額が下記の場合に該当）軽減割合

■国民健康保険税の計算方法■

▲

医療分、後期高齢者支援金分、介護納付金分を別個に計算し、得られた額の合計が保険税になります。

■所得割額の課税標準額＝前年中の所得－基礎控除（33万円）・・・Ⓐ

３ 介護納付金分

Ⓐ×2.8％（所得割額）
＋

9,100円（均等割額）

（40歳～64歳の人）

③ ＋ ５，２００円② ＋ ５，８００円① ＋ ２０，４００円

２
Ⓐ×3.0％（所得割額）

＋
7,200円（均等割額）

（０歳～74歳の人）
後期高齢者支援金分後期高齢者支援金分後期高齢者支援金分１ 医療分

Ⓐ×10.1％（所得割額）
＋

24,800円（均等割額）

（０歳～74歳の人）

■改正前と改正後の税額の比較■
【例１】　65歳以上の２人世帯
　　　　（収入：老齢基礎年金 78万円×２人）

改正前

国保税（円）
７割軽減

所得割額

均等割額

平等割額

合　　計

差し引き
増減（円）

改正後

国保税（円）

０

１６，６８０

７，０２０

２３，７００ ３，３００

０

１９，２００

７，８６０

２７，０００

【例２】　40歳以上65歳未満の夫婦と子ども１人の
　　　　　３人世帯（収入：夫の給与所得183万円）

改正前

国保税（円）
軽減なし

所得割額

均等割額

平等割額

合　　計

差し引き
増減（円）

改正後

国保税（円）

１９２，０００

９８,４００

２７，８００

３１８，２００ ６５，９００

２３８，５００

１１４，２００

３１，４００

３８４，１００

平成26年度の国民健康保険税額

▲次に、世帯で合算した①～③にそれぞれ平等割額を加算し、▲次に、世帯で合算した①～③にそれぞれ平等割額を加算し、100100円未満を切り捨てて合算円未満を切り捨てて合算
　した額が、国民健康保険税額になります。　した額が、国民健康保険税額になります。
▲次に、世帯で合算した①～③にそれぞれ平等割額を加算し、100円未満を切り捨てて合算
　した額が、国民健康保険税額になります。



医医
療
制
度

期
高
齢
者

後
　

平
成
二
十
五
年
中
の
所
得
に
応
じ
て
確
定
し

た
二
十
六
年
度
の
保
険
料
を
お
知
ら
せ
す
る
通

知
を
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
お
送
り
し
ま
す
。

　

保
険
料
は
、特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
徴
収
）

と
普
通
徴
収
（
口
座
振
替
ま
た
は
納
付
書
で
の

徴
収
）
に
よ
る
人
が
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

 　

保
険
料
は
、
原
則
と
し
て
年
金
か
ら
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
申
請
に

よ
り
口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
取
扱
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

申
請
手
続
き
の
際
は
①
振
替
口
座
の
預
金
通

帳
、②
通
帳
の
届
け
出
印
、③
保
険
証
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　

外
来
や
入
院
を
し
た
際
に
、
一
カ
月
の
医
療

費
の
窓
口
負
担
額
が
、
下
表
４
の
「
医
療
費
自

己
負
担
限
度
額
」
を
超
え
た
場
合
、
超
え
た
部

分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

世
帯
全
員
が
市
県
民
税
非
課
税
の
人
は
、
申

請
す
る
こ
と
で
入
院
時
の
食
事
代
と
一
カ
月
の

医
療
費
自
己
負
担
限
度
額
が
減
額
に
な
る
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
交

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請
の
際
は

①
印
鑑
、②
保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、
二

十
五
年
中
の
所
得
で
引
き
続
き
該
当
す
る
人
に

つ
い
て
は
、
八
月
一
日
か
ら
有
効
と
な
る
認
定

証
を
、
保
険
証
と
一
緒
に
お
送
り
し
ま
す
。

　

医
療
機
関
の
窓
口
で
忘
れ
ず
に
提
示
し
、
正

し
い
医
療
費
の
請
求
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

▽
市
民
課
国
保
年
金
班
（
☎
55
８
１
６
４
）

　

▽
稲
川
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
班
（
☎
42

　
　

２
１
１
１
内
線
７
０
１
〜
７
０
７
）

　

▽
雄
勝
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
班
（
☎
52

　
　

２
１
１
１
内
線
８
０
１
〜
８
０
７
）

　

▽
皆
瀬
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
班
（
☎
46

　
　

２
１
１
１
内
線
９
２
１
〜
９
２
４
）

　

保
険
料
は
、
県
内
の
加
入
者
全
員
に
等
し
く

納
め
て
い
た
だ
く
「
均
等
割
額
」
と
、
加
入
者

本
人
の
基
礎
控
除
後
、
所
得
に
応
じ
て
納
め
て

い
た
だ
く「
所
得
割
額
」の
合
計
額
に
な
り
ま
す
。

◆
秋
田
県
の
一
人
当
た
り
の
保
険
料

　

均
等
割
額　

三
万
九
千
七
百
十
円

　

所
得
割
額　

基
礎
控
除
後
の
被
保
険
者
本
人

　
　
　
　
　
　

の
総
所
得
金
額

　
　
　
　
　
　
　
　

×

　
　
　
　
　
　

八
・
〇
七
％
（
所
得
割
率
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営
は
、

県
内
全
て
の
市
町
村
が
加
入
す
る
「
秋

田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
が

行
い
、
申
請
の
受
け
付
け
や
保
険
料
の

徴
収
、
被
保
険
者
証
の
引
き
渡
し
な
ど

の
窓
口
業
務
は
、
市
民
課
国
保
年
金
班

と
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
班
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
お
手
元
に
あ
る
「
保
険
証
」
の
有
効

期
限
は
、
七
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

　

七
月
下
旬
に
、
新
た
な
「
保
険
証
」
を
加
入

者
の
皆
さ
ん
に
お
送
り
し
ま
す
。
な
お
、
申
請

な
ど
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

八
月
一
日
以
降
は
、
新
し
い
保
険
証
を
お
使

い
く
だ
さ
い
。ま
た
、保
険
証
の「
一
部
負
担
金
」

の
割
合
は
、
被
保
険
者
の
前
年
所
得
に
応
じ
て
、

自
己
負
担
割
合
が
一
割
の
人
と
三
割
の
人
が
お

り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

所
得
の
低
い
世
帯
の
人
は
、
世
帯
主
お
よ
び

被
保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て
軽
減
さ
れ
ま
す
。

▽
均
等
割
額
の
軽
減　

世
帯
主
お
よ
び
被
保
険  

　

者
の
総
所
得
額
で
判
定
（
表
１
）

▽
所
得
割
額
の
軽
減　

被
保
険
者
本
人
の
総
所

　

得
金
額
な
ど
（
基
礎
控
除
後
）
に
応
じ
て
、

　

所
得
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。（
表
２
）
ま
た
、

　

後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
す
る
前
日
に
職
場

　

の
健
康
保
険
等
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
の

　

均
等
割
額
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。（
表
３
）

▽
現
在
お
使
い
の
保
険
証
の

　

有
効
期
間
は
７
月
31
日
ま

　

で
で
す

▽

新
し
い
保
険
証
は
７
月
下

　

旬
に
郵
送
。
８
月
１
日
か

　

ら
使
用
で
き
ま
す

ココを確認してください

2014.07.01
8

2014.07.01
9

表３　職場の健康保険等の被扶養者であった人の軽減

表２　所得割額の軽減

表１　均等割額の軽減表４　医療機関窓口での負担割合・自己負担限度額とその判定基準・入院時の食事代

【注意：表３】国民健康保険（国保）と国民健康保険組合（国保組合）に加入していた
　　　　　　　人は、軽減措置の対象になりません。

▼入院時の食事代については、区分Ⅰと区分Ⅱは「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」を医療機関窓口に提示することで
　適用されるものです。提示しなかった場合は、一般と同じ額を負担することになるので注意してください。

▼１カ月に窓口で支払う自己負担額が定められた限度額を超える場合、超えた分の額を支払う必要はありません。ただし、複数の医療機関
　を受診して限度額を超える場合は、いったん窓口でお支払いください。後日、「高額療養費」として支給されます。

負担
割合

判　　定　　基　　準区　分 外来＋入院
（世帯ごとの限度額）

外　来
（個人ごとの限度額） 標準負担額

入院時の食事代医療費自己負担限度額

市
県
民
税
非
課
税
世
帯

市
県
民
税
課
税
世
帯

区 分 Ⅰ

一 　 般

区 分 Ⅱ

１割

１割

１割

１割

３割

一定以上
所 得 者

①世帯の全員が市県民税非課税世帯で、その世帯の各
　種収入などから必要経費・控除（年金の所得控除は
　80万円として計算）を差し引いたときに０円となる人
②市県民税非課税世帯に属する老齢福祉年金受給者

※２　入院時の食事代について、過去12カ月間（軽減対象者である期間に限る）の入院日数が90日を
　　　超える場合、入院日数を確認できる領収書と印鑑、交付を受けている後期高齢者医療限度額適
　　　用・標準負担額減額認定証を市役所窓口に持参してください。

世帯全員が市県民税非課税世帯である人

市県民税課税世帯に属する人

課税所得が145万円以上で収入が383万円以上の被保険
者で、同一世帯に属する70歳～74歳の人を含めた収入
が520万円未満の人（申請が必要です）

同一世帯に、課税所得が145万円以上の被保険者がい
る人で、
①後期高齢者単身世帯で収入が383万円以上の人
②後期高齢者複数世帯で収入が520万円以上の人

１食100円　15,000円　

24,600円　

44,400円　

44,400円　

80,100円
＋

（医療費－267,000
円）×１％　※１

8,000円　

8,000円　

12,000円　

12,000円　

44,400円　

①１食210円
②入院91日目以
降は１食160円
（要申請）　※２

１食260円　

後期高齢者医療に加入する前日に、職場の健康保険等
の被扶養者であった人

58万円以下（年金収入のみの場合は153万円～211万円以下）

33万円（基礎控除額）＋45万円×世帯の被保険者の数

被保険者全員の年金収入が80万円以下で、
その他各種所得がない

33万円（基礎控除額）＋24万５千円×世帯の被保険者
の数

33万円（基礎控除額） ８．５割

９　割

５　割

２　割

5,956円

3,971円

19,855円

31,768円

５　割

3,971円９　割

軽減割合

均等割額軽減割合

均等割額軽減割合

該当する人の条件等

被保険者本人の総所得金額等（基礎控除後）

世帯主および被保険者の総所得金額が下記基準
を超えない世帯

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え

る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
負
担
額
を
五
百

円
以
上
削
減
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る
人

に
は
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関
す

る
お
知
ら
せ
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

（
七
月
と
平
成
二
十
七
年
一
月
送
付
予
定
）

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替

え
に
当
た
っ
て
は
、
主
治
医
や
薬
剤
師

に
十
分
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）

と
は…

先
発
医
薬
品
と
効
き
目
や
安
全
性
が

同
等
で
あ
る
と
証
明
さ
れ
、
厚
生
労
働
省
が

承
認
し
た
安
価
な
薬
で
す
。

※１　過去12カ月間で４回以上高額療養費の支給を受ける場合、外来＋入院の４回目からの自己負担
　　　限度額は44,400円です。
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「
被
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下
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す

　

は
７
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下
旬
に
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送
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年
度
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保
険
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措
置

 　
（
均
等
割
額
・
所
得
割
額
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（
均
等
割
額
・
所
得
割
額
）

 

◎
年
金
徴
収
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口
座
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に

◎
年
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収
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座
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替
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変
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で
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を
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を
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に
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７
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下
旬
に
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付
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場
合

世
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全
体
が
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非
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税
の
場
合
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付
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◎
新
し
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被
保
険
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７
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下
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に
お
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し
ま
す

 

◎
平
成
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年
度
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の
一
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た
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の
保
険
料
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年
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）
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年
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変
更
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の
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適
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認

 　

定
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」
の
交
付
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 ※

「
医
療
費
自
己
負
担
限
度
額
」
を
超
え
た
場
合

 

◎
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
ま
す

 

◇
市
の
取
扱
窓
口
・
問
い
合
わ
せ



◯
と　

き　

8
月
2
日
㈯
午
後
6
時
開
場

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

◯
内　

容　

お
楽
し
み
抽
選
会
、
生
ビ
ー

　

ル
飲
み
放
題
な
ど

◯
参
加
料　

二
千
円
（
当
日
券
あ
り
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
勤
労

　

青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
73
2
1
1
1
内
線

　

6
9
7
）
へ

◯
と　

き　

▼
受
験
講
習
会
＝
9
月
26
日

　

㈮
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分
、

　

▼
試
験
日
＝
10
月
31
日
㈮
午
前
10
時
〜

　

正
午

◯
と
こ
ろ　

秋
田
県
Ｊ
Ａ
ビ
ル（
秋
田
市
）

◯
受
講
・
受
験
手
数
料　

六
千
円

◯
申
込
受
付
期
間　

7
月
1
日
㈫
〜
11
日

　

㈮
ま
で
、
下
水
道
課
備
え
付
け
の
用
紙

　

に
記
入
の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
用
紙
は
秋
田
県
下
水
道
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w
w
w
.gs-akita.com

）

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課
工
務
施
設
班

　
（
☎
55
8
2
1
9
）ま
た
は
秋
田
県
下
水

　

道
協
会
事
務
局
（
☎
0
1
8
―
8
6
4

 

―
1
4
2
7
）
へ

　

成
人
を
迎
え
る
皆
さ
ん
を
激
励
し
ま
す
。

◯
対　

象　

平
成
6
年
4
月
2
日
〜
平
成

　

7
年
4
月
1
日
生
ま
れ
で
、
現
在
市
内

　

に
在
住
の
人
ま
た
は
市
内
の
中
学
校
を

　

平
成
22
年
3
月
に
卒
業
し
た
人

※
対
象
者
に
は
七
月
中
に
案
内
状
を
送
付

し
ま
す
。（
転
出
し
た
人
に
は
、
実
家
に

案
内
状
を
送
付
し
ま
す
）

◯
と　

き　

8
月
15
日
㈮
午
後
0
時
45
分

　

か
ら
受
け
付
け
開
始
（
午
後
1
時
30
分

　

か
ら
記
念
写
真
撮
影
）

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
文
化
会
館

◯
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育

　

文
化
班
（
☎
73
2
1
6
3
）
へ

◯
と　

き　

7
月
11
日
㈮
午
前
9
時
30
分

　

〜
11
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

◯
実
施
内
容　

聴
覚
に
障
が
い
が
あ
る
人

　

の
身
体
障
害
者
手
帳
の
診
断
、
補
聴
器

　

の
医
学
的
判
定
お
よ
び
医
療
相
談

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
障

　

が
い
福
祉
班
（
☎
55
8
0
7
5
）
へ

◯
と　

き　

8
月
27
日
㈬
午
後
1
時
30
分

　

〜
3
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

県
庁
第
二
庁
舎
ほ
か

◯
願
書
受
付
期
間　

7
月
2
日
㈬
〜
11
日

　

㈮
◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

雄
勝
地
域

　

振
興
局
健
康
予
防
課（
☎
73
6
1
5
5
）へ

◯
と　

き　

7
月
27
日
㈰
午
前
9
時
〜
午

　

後
3
時

◯
と
こ
ろ　

東
山
森
林
公
園

◯
内　

容　

自
然
観
察
会
、
木
工
体
験

◯
定　

員　

25
人
程
度

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

西
栗
駒
森

　

林
と
の
ふ
れ
あ
い
推
進
協
議
会
事
務
局

　
（
雄
勝
地
域
振
興
局
森
づ
く
り
推
進
課

　

内
☎
73
5
1
1
2
）
へ

◯
と　

き　

7
月
29
日
㈫
午
後
2
時
〜
4

　

時
30
分
／
午
後
1
時
30
分
受
け
付
け

◯
と
こ
ろ　

浅
舞
公
民
館
（
横
手
市
）

◯
演　

題　
「
医
療
か
ら
学
校
・
園
に
望
む

　

こ
と
」

◯
講　

師　

室む
ろ

岡お
か

守ま
も
る

さ
ん
（
秋
田
県
立
医

　

療
療
育
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

7
月
15
日

　

㈫
ま
で
、
南
教
育
事
務
所
雄
勝
出
張
所

　

熊
谷
（
☎
73
1
1
0
7
）
へ

◯
と　

き　

7
月
2
日
㈬
〜
8
月
31
日
㈰

　

／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

　
（
毎
週
火
曜
日
定
休
）

◯
と
こ
ろ　

稲
庭
城

◯
入
場
料　

無
料
（
稲
庭
城
入
館
料
と
し

　

て
大
人
＝
四
百
三
十
円
、
中
学
生
以
下

　

＝
二
百
十
円
掛
か
り
ま
す
）

◯
問
い
合
わ
せ　

稲
庭
城
（
☎
43
2
9
2

 

9
）
へ　

○
と　

き　

7
月
16
日
㈬
午
後
3
時
15
分

○
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
問
い
合
わ
せ　

県
南
オ
カ
リ
ナ
湯
沢
室

　

日
高
見
（
☎
0
9
0
―
4
9
1
8
―
4

 

6
7
4
）
へ

平
成
26
年
度

湯
沢
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

「
成
人
式
」
開
催

〜
新
た
な
門
出
へ
〜

平
成
26
年
度

秋
田
県
調
理
師
試
験

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

資
格
認
定
試
験

2014.07.01
11

聴
覚
障
が
い
者
巡
回
相
談

水
と
緑
の
観
察
会

平
成
26
年
度
特
別
支
援
教
育

か
が
や
き
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

オ
カ
リ
ナ
・

癒
や
し
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

（
無
料
）

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

佐さ

藤と
う

蕪ぶ

堂ど
う

展
を

開
催
し
ま
す

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

　

◯
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
文
書
広
報
班

　
（
☎
55
8
2
4
9
）
へ

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◯
と　

き　

7
月
13
日
㈰
午
前
5
時
30
分

　

〜
7
時
30
分（
帰
着
予
定
）／
雨
天
中
止

※
午
前
5
時
か
ら
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
前
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

　

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）へ

◯
勤
務
場
所　

障
害
者
支
援
施
設
皆
瀬
更

　

生
園
（
皆
瀬
字
上
小
保
内
6
）

◯
主
な
業
務　

施
設
入
所
者
の
食
事
の
調

　

理
、
配
膳
、
後
片
付
け
な
ど

◯
雇
用
期
間　

9
月
30
日
㈫
ま
で

※
勤
務
成
績
に
よ
り
更
新
の
可
能
性
あ
り
。

○
勤
務
日　

施
設
シ
フ
ト
表
に
よ
る

○
勤
務
時
間　

早
番
＝
午
前
6
時
30
分
〜

　

午
後
3
時
15
分
／
遅
番
＝
午
前
10
時
30

　

分
〜
午
後
7
時
15
分

○
報　

酬　

日
額
五
千
七
百
円
〜

○
福
利
厚
生　

社
会
保
険
、
雇
用
保
険
に

　

加
入

○
募
集
人
数　

1
人

○
応
募
資
格　

業
務
と
し
て
の
調
理
経
験

　

が
あ
る
人
（
調
理
師
免
許
が
あ
れ
ば
、

　

な
お
可
）

○
応
募
方
法　

総
務
課
に
備
え
付
け
の
申

　

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

○
応
募
期
限　

7
月
10
日
㈭

○
採　

用　

書
類
選
考
の
上
、面
接
を
実
施

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
人

　

事
給
与
班
（
☎
55
8
2
4
5
）へ　

　

市
民
大
学
の
受
講
生
に
限
ら
ず
、
ど
な

た
で
も
自
由
に
聴
講
で
き
ま
す
。

◯
と　

き　

7
月
16
日
㈬
午
前
10
時
〜
11

　

時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
文
化
会
館
3
階
会
議
室

◯
演　

題　
「
秋
田
県
の
絶
滅
の
お
そ
れ

　

の
あ
る
野
生
動
物
」

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

　

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

◯
と　

き　

7
月
18
日
㈮

◯
参
加
料　

千
五
百
円

◯
対　

象　

市
内
在
住
の
人

◯
定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

※
申
込
用
紙
は
各
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

　

備
え
て
あ
り
ま
す
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

7
月
7
日

　

㈪
か
ら
11
日
㈮
ま
で
、
稲
川
生
涯
学
習

　

セ
ン
タ
ー
（
☎
42
5
8
1
6
）
ま
た
は

　

最
寄
り
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

　

平
成
二
十
七
年
四
月
に
施
行
さ
れ
る
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
向
け
、
市
が

平
成
二
十
五
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
国
の

モ
デ
ル
事
業
の
中
間
報
告
を
行
い
ま
す
。

◯
と　

き　

7
月
25
日
㈮
午
後
1
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

◯
定　

員　

100
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

7
月
16
日

　

㈬
ま
で
に
福
祉
課
地
域
福
祉
班
（
☎
73

　

2
1
2
2
）
へ

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
数
多
く
の
戦
没
者

に
対
し
、
心
か
ら
追
悼
の
誠
を
捧
げ
、
ご

遺
族
の
労
苦
に
敬
意
を
表
す
平
成
二
十
六

年
度
湯
沢
市
戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

◯
と　

き　

7
月
30
日
㈬
午
前
10
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

◯
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
地
域
福
祉
班

　
（
☎
73
2
1
2
2
）
へ

平
成
25
年
度
情
報
公
開
、

個
人
情
報
の
開
示
等
の

実
施
状
況

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
ふ
る
さ
と
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

in 

秋
田
駒
ヶ
岳
」

参
加
者
募
集

市
民
大
学
一
般
教
養
講
座

生
活
困
窮
者
自
立
促
進

支
援
モ
デ
ル
事
業

中
間
報
告
会

平
成
26
年
度

湯
沢
市
戦
没
者
追
悼
式

2014.07.01
10

健
康
ウ
ォ
ー
ク

〜
御
嶽
山
コ
ー
ス
〜

調
理
員
の
募
集

情報公開条例に基づく情報公開の実施状況
平成25年度

個人情報保護条例に基づく
個人情報の開示等の実施状況

122件 処　理　件　数

64件

3件

1件

36件
19件

（2件）

38件情報公開請求件数
（うち受理件数）

非公開決定
（うち不存在）

（38件）

13件処　理　件　数

6件個人情報開示請求件数
（うち受理件数） （6件）

不服申立件数0件不服申立件数
取 り 下 げ

公 開 決 定

部分公開決定7件

6件

0件非開示決定
（うち不存在）

開 示 決 定

部分開示決定

決
定
の
内
訳

決
定
の
内
訳

平成25年度



2014.07.01
13

○
と
　
き　

7
月
28
日
㈪
午
後
1
時
30
分

　
（
5
分
前
ま
で
に
入
室
し
て
く
だ
さ
い
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
2
階
会
議
室
25

○
売
却
方
法　
「
条
件
付
一
般
競
争
入
札
」

　

に
よ
り
、
最
高
の
価
格
を
も
っ
て
入
札

　

し
た
人
と
売
買
契
約
を
締
結

○
参
加
資
格

•
個
人
の
場
合　

湯
沢
市
に
住
民
基
本
台

　

帳
登
録
、
ま
た
は
外
国
人
登
録
を
し
て

　

い
る
人

•
法
人
の
場
合　

湯
沢
市
に
事
業
所
を
有

　

す
る
法
人

※
次
の
ア
〜
ウ
の
事
項
に
該
当
す
る
場
合

は
、
入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

　

ア　

市
税
を
滞
納
し
て
い
る
個
人・法
人

　

イ　

成
年
被
後
見
人

　

ウ　

未
成
年
者
、
被
保
佐
人
お
よ
び
被

　
　
　

補
助
人
で
あ
っ
て
、
契
約
締
結
の

　
　
　

た
め
の
同
意
を
得
て
い
な
い
人

　

エ　

破
産
者
で
復
権
を
得
て
い
な
い
人

○
提
出
書
類　

7
月
15
日
㈫
午
後
5
時
ま

　

で
に
、
入
札
参
加
申
込
書
（
建
設
課
管

　

理
用
地
班
に
備
え
付
け
）
お
よ
び
市
税

　

完
納
証
明
書
（
税
務
課
窓
口
に
て
発
行
）

　

を
建
設
課
管
理
用
地
班
へ
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い

【
入
札
物
品
の
公
開
と
現
場
説
明
】

　

7
月
10
日
㈭
ま
で
雄
勝
除
雪
セ
ン
タ
ー

（
寺
沢
字
中
川
原
1
―
19
）な
ど
で
入
札
物

件
の
外
観
の
み
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
11
日
㈮
午
前
10
時
か
ら
雄
勝
総
合

機
械
赤
塚
工
場
に
て
現
場
説
明
会
を
行
い

ま
す

○
入
札
物
品
へ
の
質
問
受
付
期
間　

7
月

　

11
日
㈮
〜
15
日
㈫

※

詳
細
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
7
月
16
日
㈬
ま
で
に
回
答
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

建
設
課
管
理
用
地
班

　
（
☎
73
2
1
5
5
、
℻
73
2
2
9
9
）へ

除
雪
機
械
売
却
一
般
競
争
入
札

除
雪
機
械
売
却
一
般
競
争
入
札

除
雪
機
械
売
却
一
般
競
争
入
札

【926Ｅ除雪ドーザ】
●規　　　格　11トン
●初年度登録　平成6年11月
●車　　　検　平成26年11月15日
※故障により要修理

【ＭＧ500除雪グレーダ】
●規　　　格　4メートル
●初年度登録　平成1年11月
●車　　　検　平成27年11月25日
※故障により要修理

※参加者には後日詳しい日程を送ります。
◆申し込み・問い合わせ　7月31日㈭まで農林課
　農地森林整備班（☎78‒1172）へ

　森林の持つ役割や重要性、自然環境の保全に対
する意識について、参加者の皆さんで共有し、木
に触れ、木材の良さや木育に対する意識を高める
ため開催します。
◆と　き　8月9日㈯ 
◆ところ　秋ノ宮 「やまもり」
　　　　　（旧湯ノ岱小学校校庭内）
◆参加費　一人500円（小学生未満は無料）
◆持ち物　昼食・飲み物・雨具・タオルなど
◆定　員　30人（親子15組）
◆日　程

8:40
8:50
9:40

9:50～11:40
11:40～13:00
13:00～15:00
15:00
15:10
16:00

広域交流センター北側駐車場　集合
広域交流センター北側駐車場　出発
秋ノ宮 「やまもり」 到着・開会式
まき割り・火おこし体験など
アウトドアランチタイム
ｍｙ足湯づくりなど
閉会式
秋ノ宮 「やまもり」 出発
広域交流センター北側駐車場　到着・解散

　アンケート用紙は、広報ゆざわ6月15日号と一
緒に各家庭に配布したほか、市役所本庁舎、各総
合支所や道の駅おがちにも備えています。皆さん
のご協力をお願いします。

※インターネットからもアンケートに参加できます。
「東北中央道秋田山形県境」 と検索してください。
◯問い合わせ　
　湯沢河川国道事務所調査第二課（☎73-5559）へ

※インターネットからもアンケートに参加できます。
「東北中央道秋田山形県境」 と検索してください。
◯問い合わせ　
　湯沢河川国道事務所調査第二課（☎73-5559）へ

東北中央自動車道計画検討に関する
アンケート調査へのご協力のお願い
東北中央自動車道計画検討に関する
アンケート調査へのご協力のお願い

▼広報ゆざわ6月15日号 ▼アンケート用紙

▲返信用はがき

◯
と　

き　

7
月
11
日
㈮
午
後
4
時
45
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

◯
演　

題　

ド
イ
ツ
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

　

ズ
ム

◯
講　

師　

西に
し

山や
ま

晃あ
き
ら

さ
ん（
ド
イ
ツ
観
光
局
）

◯
参
加
費　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
日
独
協
会
（
☎
73

　

2
1
1
3
）
へ

　

幡
野
地
区
、
東
成
瀬
村
な
ど
了
翁
禅
師

ゆ
か
り
の
地
を
見
学
し
ま
せ
ん
か
。

◯
と　

き　

7
月
18
日
㈮
午
前
9
時
湯
沢

　

市
役
所
ロ
ビ
ー
集
合

◯
参
加
料　

千
円
（
昼
食
、保
険
料
含
む
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

幡
野
地
区

　

セ
ン
タ
ー
（
☎
73
2
7
1
8
）
ま
た
は

　

了
翁
禅
師
研
究
会
小
原
（
☎
0
9
0
―

 

3
7
5
9
―
5
3
2
9
）
へ

◯
と　

き　

7
月
19
日
㈯
、
20
日
㈰
／
午

　

前
11
時
〜
午
後
9
時
／
雨
天
決
行

◯
と
こ
ろ　

イ
ベ
ン
ト
交
流
広
場
（
大
丈

　

跡
地
）、
柳
町
商
店
街

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
商
工
会
議
所
（
☎

　

73
6
1
1
1
）
へ　

　

受
講
者
に
は
、
普
通
救
命
講
習
修
了
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◯
と　

き　

7
月
27
日
㈰
午
前
9
時
〜
正
午

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部
3

　

階
会
議
室

◯
受
講
料　

無
料

◯
定　

員　

30
人

※
筆
記
用
具
を
持
参
し
、
動
き
や
す
い
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
雄
勝

　

広
域
消
防
署
救
急
係（
☎
73
3
1
5
1
）へ

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

・
と　

き　

7
月
26
日
㈯
午
後
1
時
30
分

　

〜
3
時

・
と
こ
ろ　

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

・
と　

き　

7
月
31
日
㈭
午
後
7
時
〜
8

　

時
30
分

・
と
こ
ろ　

ゆ
ざ
わ
温
泉

◯
講　

師　

佐さ

藤と
う

全ま
さ

子こ

さ
ん

◯
問
い
合
わ
せ　

一
般
社
団
法
人
湯
沢
市

　

観
光
物
産
協
会
（
☎
73
0
4
1
5
）
へ

　

冊
子
「
秋
ノ
宮
の
今
と
む
か
し
」
に
掲

載
し
て
い
る
伝
統
や
文
化
、
歴
史
的
史
跡

を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
親
子
、
家
族

で
の
参
加
大
歓
迎
で
す
。

◯
と　

き　

7
月
28
日
㈪
午
前
9
時
〜
午

　

後
3
時
／
午
前
8
時
30
分
ま
で
秋
ノ
宮

　

地
区
セ
ン
タ
ー
へ
集
合

◯
参
加
費　

無
料
（
昼
食
は
各
自
持
参
）

◯
定　

員　

24
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

7
月
17
日

　

㈭
ま
で
、
秋
ノ
宮
地
域
づ
く
り
協
議
会

　

事
務
局
（
☎
52
2
8
6
2
）
へ

◯
と　

き　

8
月
1
日
㈮
午
前
10
時
30
分

　

〜
午
後
3
時
40
分

◯
と
こ
ろ　

秋
田
弁
護
士
会
館（
秋
田
市
）

◯
受
講
料　

無
料

◯
対　

象　

県
内
の
中
学
生
・
教
員

◯
定　

員　

中
学
生
＝
24
人
、教
員
＝
10
人

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

7
月
18
日

　

㈮
ま
で
、
秋
田
弁
護
士
会
事
務
局
（
☎

　

0
1
8
―
8
6
2
―
3
7
7
0
）
へ　

　
「
ワ
ー
ド
ア
ー
ト
」
で
イ
ラ
ス
ト
を
描

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

◯
と　

き　

8
月
11
日
㈪
午
前
10
時
〜
正
午

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
翔
北
高
校

◯
参
加
料　

無
料

◯
対　

象　

小
学
生
以
上
で
、
マ
ウ
ス
の

　

基
本
操
作
が
で
き
る
人

※
小
学
4
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

◯
定　

員　

25
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

7
月
31
日

　

㈭
ま
で
、
湯
沢
翔
北
高
等
学
校
商
業
科

　

佐
藤
（
☎
79
5
2
0
0
）
へ

◯
期　

間　

7
月
上
旬
〜
平
成
27
年
2
月
、

　

月
2
回
程
度（
1
日
6
時
間
）、
年
間
13

　

回
を
予
定
／
基
礎
コ
ー
ス（
2
年
）、
研

　

究
コ
ー
ス（
2
年
）

◯
対　

象　

①
今
後
、
川
連
漆
器
製
作
に

　

従
事
す
る
人
②
現
在
、
川
連
漆
器
製
作

　

に
従
事
し
て
い
る
若
手
後
継
者

◯
内　

容　

加
飾（
沈ち
ん

金き
ん

）、
塗
装
、
木
工

　

の
い
ず
れ
か
一
部
門
を
選
択

※
詳
細
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
漆

　

器
工
業
協
同
組
合（
☎
42
2
4
1
0
）へ

普
通
救
命
講
習
会

（
Ａ
Ｅ
Ｄ〈
自
動
体
外
式

除
細
動
器
〉を
含
む
）

七
夕
お
ど
り
無
料
講
習
会

ド
イ
ツ
講
演
会

〜
湯
沢
日
独
協
会
主
催
〜

湯
沢
翔
北
高
等
学
校

パ
ソ
コ
ン「
ワ
ー
ド
ア
ー
ト
」

講
習
会
の
開
催

「
川
連
漆
器
」

後
継
者
育
成
事
業

勉
強
会
生
徒
募
集

国
民
文
化
祭
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

「
了り
ょ
う

翁お
う

禅
師
事
跡
探
訪
会
」

ゆ
ざ
わ
の
休
日
・
夏 

２
０
１
４

〜「
湯
沢
酒
ま
つ
り
」

「
ド
イ
ツ
ビ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉｎ
湯
沢
」

同
時
開
催
〜

夏
休
み
ジ
ュ
ニ
ア

ロ
ー
ス
ク
ー
ル（
無
料
）

秋
ノ
宮
の
史
跡
と

景
観
巡
り
ツ
ア
ー

2014.07.01
12



2014.07.01
14

2014.07.01
15

　

六
月
十
日
、
菅
さ
ん
の
自
宅
を
市
長
が
訪
問

し
、
祝
い
状
と
お
祝
い
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

毎
日
欠
か
さ
ず
新
聞
を
読
み
、
日
記
を
付
け

る
こ
と
が
日
課
の
菅
さ
ん
。
草
む
し
り
な
ど
、

自
分
が
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
自
分
で
や
る
よ

う
心
掛
け
て
い
る
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
趣
味
は
籠
づ
く
り
で
、
そ
の
色
と
り

ど
り
で
丈
夫
な
籠
は
、
家
族
の
皆
さ
ん
に
大
変

重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
親
族
に
囲
ま
れ
、
笑

顔
で
い
っ
ぱ
い
の
菅
さ
ん
で
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

百
歳
長
寿

菅　
　
　

鶴　

藏

す
が

つ
る

ぞ
う

さ
ん
（
寺　

沢
）

▲

市
長
か
ら
祝
い
状
を
受
け
る
菅
さ
ん

音楽のまち “ゆざわ ”音楽のまち “ゆざわ ”
サマーミュージックフェスティバルサマーミュージックフェスティバル２０１4２０１4

〇出　演　・フェスティバルジュニアバンド（小学生合同）
　　　　　・湯沢市出身若手音楽家
　　　　　・フェスティバル合唱団（中学生・高校生・一般合同）
　　　　　・フェスティバルバンド（中学生・高校生合同）
　　　　　・中川英二郎さん（ゲスト／トロンボーン奏者）
〇入場料　500円（小学生以上）
※入場券は湯沢文化会館、雄勝文化会館、おびきゅう、湯沢・稲川・
雄勝・皆瀬生涯学習センターでお求めください。
○問い合わせ　音楽のまち “ゆざわ ”サマーミュージックフェスティ
　　　　　　　バル実行委員会事務局（市生涯学習課内〒012‒8501
　　　　　　　湯沢市佐竹町１－１、☎0183-73-2163、℻同72-8515、
　　　　　　　*k-shogai@city.yuzawa.lg.jp）

音楽のまち “ゆざわ ”
サマーミュージックフェスティバル２０１4

▲サマーミュージックフェスティバル2013
　フェスティバル合唱・吹奏楽団

○と　き　8月 17 日㈰　午後2時開演／午後1時 30 分開場
○ところ　湯沢文化会館大ホール

中川英二郎さん
5歳からトロンボーンを始め、東京
芸大附属高校に在学中、平成3年初
リーダー作「中川英二郎＆ＦＵＮＫ
’55」をニューヨークで録音。平成
18年に金管八重奏団「侍Ｂｒａｓｓ」
を結成。平成20年にリーダー第４
作「Ｅ」を発表し、全国6都市でコ
ンサートを行った。同年に放映され
たＮＨＫ連続テレビ小説「瞳」の
テーマ音楽を演奏し、注目を集め
る。現在、ジャズなどのライブ活動
や、映画やテレビドラマに至るま
で、幅広いジャンルの録音、作・編
曲家、国立音楽大学ジャズ専修の講
師として活躍している。

なかがわえい じ ろう

  秋ノ
宮小
学校

平成25年度全日本学校関係緑化コンクール

準特選準特選 受賞！！
　

全
日
本
学
校
関
係
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
の
学

校
林
等
活
動
の
部
で
、
秋
ノ
宮
小
学
校
が
準

特
選
に
選
ば
れ
、
六
月
一
日
に
新
潟
県
で
開

催
さ
れ
た
第
六
十
五
回
全
国
植
樹
祭
に
お
い

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
森

林
を
活
用
し
て
児
童
の
緑
化
教
育
、
林
業
活

動
、
福
祉
活
動
、
菜
園
活
動
な
ど
で
顕
著
な

教
育
を
行
っ
た
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。

　

秋
ノ
宮
小
学
校
は
昭
和
四
十
五
年
に
、
児

童
の
学
校
林
活
動
を
自
発
的
な
も
の
と
す
る

た
め
に
「
杉
の
子
隊
」
を
結
成
。
以
来
児
童

と
教
員
、
保
護
者
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、

植
林
や
菜
園
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
先
輩
た
ち
か
ら

代
々
受
け
継
が
れ
て
い
る
熱
心
な
取
り
組
み

が
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
来
年
度
か
ら
雄
勝
地
域
の
小
学

校
と
統
合
の
た
め
今
年
度
で
閉
校
。
六
年
生

の
菅
さ
く
ら
さ
ん
は
「
一
年
生
の
と
き
か
ら

続
け
て
き
た
活
動
な
の
で
、
今
年
で
終
わ
っ

て
し
ま
う
の
が
さ
み
し
い
。
で
も
、
秋
ノ
宮

小
最
後
の
年
に
受
賞
で
き
た
こ
と
は
う
れ
し

い
。
こ
れ
か
ら
も
自
然
を
大
切
に
し
た
い
」

と
笑
顔
で
喜
び
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

す
が

　

ま
た
六
月
二
十
日
に
は
、「
杉
の
子
隊
」

の
活
動
の
一
環
で
あ
る
「
親
子
森
林
教
室
」

が
開
か
れ
、
学
校
か
ら
四
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
離
れ
た
「
喜
び
の
山
」
に
登
り
ま
し
た
。

林
道
は
急
な
坂
道
も
あ
り
ま
し
た
が
、
児
童

は
初
夏
の
植
物
を
観
察
し
た
り
、
友
達
や
親

子
で
話
し
た
り
と
、
豊
か
な
自
然
を
五
感
で

満
喫
し
な
が
ら
学
校
林
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

学
校
林
到
着
後
、
鎌
の
使
い
方
を
学
び
、

下
草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
一
年
生

も
挑
戦
。
け
が
も
な
く
、
自
分
た
ち
の
植
え

た
ス
ギ
の
周
辺
の
雑
草
を
き
れ
い
に
刈
る
こ

と
が
で
き
て
満
足
そ
う
な
表
情
で
し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
樋
口
良
治
さ
ん
は
「
自
分

が
活
動
し
て
い
た
と
き
の
姿
が
重
な
る
。
将

来
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
な
っ
て
同
窓
会
な

ど
で
集
ま
っ
た
と
き
に
木
の
成
長
を
み
て
、

今
日
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

ひ
ぐ
ち
り
ょ
う
じ

　　
　　　

　　 森林教室楽し
い思い出

いっぱいの
疲れ
た…け

ど



月から開館時間が変更になりました。
月～金曜日　午前9時30分～午後6時30分
土・日曜日 午前9時～午後5時

湯

雄
湯

雄

書館だより ●休館日については、市民カレンダーをご覧ください。

子どもに伝えたい春夏秋冬　和の行事を楽しむ絵本
ぽんちんぱん
思い出のマーニー
わらうほし

ここで紹介した図書は一部です。
　新着図書情報は、市ホームページでも確認できます。

三浦　康子
柿木原政広
ジョーン・G･ロビンソン
荒井　良二

＝稲川カルチャーセンター（☎785557）
＝皆瀬生涯学習センター（☎462033）

＝ 図書館（湯沢図 ☎733040）、
＝ 図書館（雄勝図 ☎525387）、

湯

湯
雄

稲

皆
皆

ムーミンを生んだ芸術家
トーヴェ・ヤンソン ラヴ・レター

　世界中の人々に愛される “ムー
ミン”。今年は、その生みの親、
トーヴェ・ヤンソンの生誕100年
にあたります。絵画、風刺画、漫
画、絵本、小説まで、あらゆる
ジャンルで才能を発揮した芸術家、
トーヴェの世界を研究の第一人者
である筆者が案内します。

　表題作 「ラヴ・レター」 は、認
知症を患っている妻が、健康だっ
た頃に夫へ宛てた手紙を題材とし
ており、著者自身を夫として実名
で登場させ、読者に向かって語り
かけてくる内容です。著者が晩年
に書いた短篇で、単行本未収録の
９作品が収まっています。

鳶　上空数百メートルを駆ける職人のひみつ

男のええ加減料理 60歳からの超入門書

謝るなら、いつでもおいで
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多湖　弘明

石蔵　文信
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新新着着図書書案案内
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と　き： 午前10時30分
ところ：湯沢図書館 集会場

稲
7月19日㈯ 午前

ところ：稲川カルチャーセンター
内　容：絵本の読み聞かせ・手遊びなど

おはなしの 「 り 会おはなしの会おはなしの会おはなしの会お しのの会「「「ひひまわりひまわりひまわり」」」によるおはなし会よるおはなし会しし会
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 冨原　眞弓／著
 新潮社

小島　信夫／著
夏葉社

　　いろいろな資料があります

と　き：7月5日㈯ 午前10時
ところ：雄勝図書館児童コーナー   

図書館では、図書のほかに料理やファッション、地域情報などの各種
雑誌、ビデオ・ＤＶＤやＣＤなどの視聴覚資料も充実しています。新聞
はもちろん、イベントや生涯学習関連のチラシも置いていますので、新はもちろもちろちろん
しい情報を得るにも最適な場所です。い情報をしいい情報をい情報を報を得いしい
貸出点数は、貸貸貸出点数は貸出貸貸出 市内全館通算して図書5冊以内、雑誌5冊以内、視聴覚
資料資料料料資料料555 内を自由に組み合わせて合計点以内 10点までで、貸出期間は2週間。

＝開館時間変更のお知らせ＝開館時間変更のお知らせ＝＝

みんなの森 夏休みお楽しみ会みんなの森 夏休みお楽しみみんなの森 夏休みお楽しみ会みんなの森 夏休みお楽しみ会みん しみ会み会
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～夏の風物詩の特集です～
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　人は汗をかいて体温を調節しますが、熱中症とは、室温や気
温が高い中での運動などにより、汗をかいて体の水分と塩分（ナ
トリウムイオン）のバランスが崩れ、体温調節機能が働かなく
なることで、体温上昇、めまい、体がだるい、ひどい時にはけ
いれんや意識の異常など、さまざまな症状を起こす病気です。
日の当たらない室内で運動している場合でも、室温や湿度が高
いために熱中症になる場合がありますので、注意が必要です。

①暑い時、無理な運動は事故のもと!!
　気温が高い時ほど熱中症の危険性は高くなります。無理せず、の危険性は高くなります。危険性は高くなりま
　適度な休息や水分を補給し補給ししよう
②急な暑さに注意
　急に暑くなったら、軽い運動にとどめ、暑さに慣れるまで徐々軽い運動にとどめ、暑さに慣れるまで徐運動にとどめ、暑さに慣れるまでい
　に運動量を増やしていくくよようにしよう
③失われる水と塩分を取り戻戻そ戻そう
　汗からは水分と同時に塩分も失われます。スポーツドリンクも失われます。スポーツドリンク分も す ツも失われます。スポーツドリン
　などを利用してこまめに水分と塩してこまめに水分と塩分を補給しように水分 分を補給しよう水 分を塩分
④薄着スタイルで爽やかにイルで爽や に爽ルで爽
　暑い時には軽装にして、素材も吸湿性や通気性の良いものには軽装にして、素材も吸湿性や通気性の良い性の良い素材もも吸湿性や通気性ににして、軽装に
　し、屋外の場の場合は日よけ対策もしようしようよけ対策もしようは日よ場合は
⑤体調不良は事故のもと事故のもととのも故の !!
　体調が悪いと、体温調節機能も低下し、熱中症につながります。調節機能も低下し、熱中症につながりますも低下 につながりまし 熱中節機能も
　無理に運動をしないようにしよううにし
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湯沢のスポーツ
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このページに関する問い合わせ

教育委員会生涯学習課スポーツ振興班
☎55－8286　FAX72－8515
※市のホームページにもスポーツ情報を掲
載しています。「トップページ→暮らしのガ
イド→スポーツ

湯沢のスポーツ情報

2014.07.01
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○料　　金　日中半日　小・中学生＝100円、一般＝200円
○利用時間　①午前9時～正午
　　　　　　②正午～午後5時

○と　き　7月7日から8月4日までの毎週月
　　　　　曜日／午後7時30分～8時30分
　　　　　（全5回）
○ところ　B&G海洋センター
○対　象　市内在住の18歳以上の人
　　　　　（高校生を除く）
○定　員　30人（定員になり次第締め切り）
○講　師　篠原育子さん
　　　　　（日本エアロビック連盟専門指導員）
○参加料　3,000円（傷害保険料含む）
○申し込み・問い合わせ
　　　　　総合体育館（☎72-6500）へ

しの はらいく こ

アクアフィットネス教室アクアフィットネス教室アクアフィットネス教室アクアフィットネス教室アクアフィットネス教室アクアフィットネス教室アクアフィットネス教室アクアフィットネス教室アクアフィットネス教室アクアフィットネス教室アクアフィットネス教室教アクアフィットネス教室アクアフィットネス教室

•7月2日㈬、7月9日㈬、7月16日㈬／
　午後1時30分～3時／参加料1,200円
○ところ　B&G海洋センター
○対　象　市内在住の20歳以上の人
○定　員　30人（定員になり次第締め切り）
○講　師　三浦敬樹さん（健康運動指導士）
○申し込み・問い合わせ
　　　　　総合体育館（☎72-6500）へ

み うらけい き

水中ウォーキング教室水中ウォーキング教室水中ウォーキング教室水中ウォ キング教室水中ウォ キング教室水中ウォ キング教室水中ウォ キング教室水中ウォ キング教室水中ウォ キング教室水中ウォ キング教室水中ウォ キング教室水中 教水中ウォ キング教室水中ウォ キング教室

　七夕絵どうろうまつり最終日に行われる本大
会は、今年で３２回目を迎えます。絵どうろう
で飾られた通りの中を選手の皆さんが走り抜け
ます。沿道での応援をよろしくお願いします。
今年も、世界選手権女子マラソン金メダリスト
の浅利純子さんをゲストランナーに招いて開催
します。是非ご来場ください。
○と　　き　8月7日㈭　午前8時20分開会
　　　　　　午前9時スタート（雨天決行）
○スタート　湯沢市役所前
○コ ー ス　七夕絵どうろうまつり特設コース
　　　　　　（湯沢市役所前発着）

あさ り じゅん こ

マ 大大大沢七夕沢湯湯沢七沢七夕七夕 康康マラソンマ ソンママラソラソンソンン 会大大大会大会大大会

パークゴルフ場営業中パークゴルフ場営業中パー

　ナイターは １９日㈯から開始します。
○料　　金　日中半日　小・中学生＝1回100円、一般＝1回200円
　　　　　　夜　　間（８月30日まで）
　　　　　　　　　　　小・中学生＝1回150円、
　　　　　　　　　　　一　　　般＝1回250円
○利用時間　①午前10時～正午
　　　　　　②午後１時～４時
　　　　　　③午後６時～８時30分
※日・月曜日および８月13日㈬の夜間は休館になります。
○問い合わせ　Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎72-6555）へ

‼‼‼‼‼
～予防して元気に運動～予防して元気にしてしてて元気元気 ～

中症とは…

スポ ツ活動中の熱中症予 カ条

楽しい夏を過ごしましょう

動 条

し　 楽しい夏を

中症とは中症とは…………

ススポ ツ活動中の熱中症予ツ活動中の熱中症ーツ活動中の熱中症予ポーススススススポススススポー 条条カ条条カ条カカカ条

ううしましし　　　　　楽しい　　　　　楽しい夏を過ご ょょょううししょしょししごししましょしょうょう

‼B＆G海洋センターオープン＆G海洋センタBB＆G＆GG海洋センセンタンターターーオーオープーププン‼‼‼



全血

㈱ウヌマ地域総研湯沢支社16日㈬

13日㈰
全血

㈱ 高 瀬 電 設

湯 沢 警 察 署

サン・グリーンゆざわ

種類実施時間実 施 場 所日にち

4日㈮

１０：００－１１：４０

１３：００－１５：００

１５：００－１５：４０

種類実施時間実 施 場 所日にち

７月献血日程　市民の皆さんのご協力をお願いします！

１０：００－１１：１０

１３：００－１４：００

１５：００－１６：００

月月7

2014.07.01
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○問い合わせ　秋田行政評価事務所行政相談課（☎018-824-1426）

～無料・秘密厳守～■平成26年度　行政相談委員の相談所開設日と会場

開設時間
午前１０時～正午
午前１０時～正午
午前１０時～正午
午前１０時～正午

地　域
湯沢地域
稲川地域
雄勝地域
皆瀬地域

　　  会　　　　場
はあとぴあ第１研修ルーム
稲川農村環境改善センターサークル室
雄勝文化会館ふるさとホール
皆瀬開発総合センター１階

開設日

7月16日㈬
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○ゆざわ新鮮楽市（旧雄勝中央病院跡地）
○げんきっこクラブ0、1才児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・わらべ歌遊び
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
●水中ウォーキング教室〔Ｂ＆Ｇ海洋センター〕午後１時３０分～３時
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●県民体育大会ハンドボール競技（成年）〔～６日、総合体育館〕

○ゆざわ新鮮楽市（旧雄勝中央病院跡地）

○雄勝図書館休館日

●生涯スポーツ教室〔総合体育館〕午後１時３０分～３時３０分
●アクアフィットネス教室〔Ｂ＆Ｇ海洋センター〕午後７時３０分～８時３０分
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後７時～９時
○ゆざわ新鮮楽市（旧雄勝中央病院跡地）
○げんきっこクラブ2才以上児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・わらべ歌遊び
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
●水中ウォーキング教室〔Ｂ＆Ｇ海洋センター〕午後１時３０分～３時
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●カンガルースクール〔健康ドーム〕午前１０時～１１時３０分
●県民体育大会ハンドボール競技（少年）〔～１１日、総合体育館〕

●こまちハート・オブ・ゴールドグラウンドゴルフサーキット第３戦
　〔役内川河川公園〕

●全県中学校総体ハンドボール競技〔～１３日、総合体育館〕
○ゆざわ新鮮楽市（旧雄勝中央病院跡地）

○雄勝図書館休館日

●アクアフィットネス教室〔Ｂ＆Ｇ海洋センター〕午後７時３０分～８時３０分
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後７時～９時
○ゆざわ新鮮楽市（旧雄勝中央病院跡地）
○なかよし広場〔湯沢保育所〕午前１０時～１１時３０分／保育所開放
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
●水中ウォーキング教室〔Ｂ＆Ｇ海洋センター〕午後１時３０分～３時

●B＆G海洋センターナイター営業開始　午後６時～8時30分
●「ボールで遊ぼう」指導者養成講習会〔総合体育館〕
○湯沢図書館休館日
○ゆざわ新鮮楽市（旧雄勝中央病院跡地）

○湯沢図書館休館日
○雄勝図書館休館日
○祝祭日救急歯科診療　大友歯科医院（湯沢／☎72１１８１／
　午前９時～正午）
●アクアフィットネス教室〔Ｂ＆Ｇ海洋センター〕午後７時３０分～８時３０分
○雄勝図書館休館日
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後７時～９時
○ゆざわ新鮮楽市（旧雄勝中央病院跡地）
○げんきっこクラブ合同クラス〔ヘルシーパーク〕
　午前１０時～１１時３０分／水遊び
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
●「スポーツを楽しむ日」〔総合体育館〕午前９時～正午
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●カンガルースクール〔Ｂ＆Ｇ海洋センター〕午前１０時～１１時３０分

●市民総体グラウンドゴルフ大会〔役内川河川公園〕
●スポーツプログラムフライングディスク〔健康ドーム〕
○ゆざわ新鮮楽市（旧雄勝中央病院跡地）

●こまちフットサルＨリーグ〔総合体育館〕
○雄勝図書館休館日

●アクアフィットネス教室〔Ｂ＆Ｇ海洋センター〕午後７時３０分～８時３０分
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後７時～９時
○ゆざわ新鮮楽市（旧雄勝中央病院跡地）
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時
○ママと天使の交流会〔広域交流センター〕午後1時30分～3時

○湯沢図書館休館日
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後７時～９時

●はスポーツ関連の行事です。
　詳しくは市教育委員会生涯学習課
　スポーツ振興班（☎558286）へ

○と　き　7月20日（日）雨天中止  午前６時から１時間の予定
○集　合　湯沢生涯学習センター横の広場
○持ち物　清掃用具　○主催　中央公園愛護会（☎734023）

中央公園市民清掃デー中央公園市民清掃デー中央公園市民清掃デー中央公園市民清掃デー中央公園市民清掃デー

第64回 社会を明るくする運動社会を明るくする運動
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～
第64回 社会を明るくする運動

強調月間　7月 1日～7月 31日

○問い合わせ　湯沢保健所健康・予防課（☎73‒6155) 市健康対策課予防衛生班（☎73‒2124）へ

ふ れ あ い 広 場

○と　き　7月5日～13日／午後8時30分～9時30分
○ところ　湯沢スキー場入口、角間沢橋散策コース

美しいまちの美しいホタルを見ませんか美しいまちの美しいホタルを見ませんか

全国海難防止強調運動実施中
海難０への願い

期間　7月16日～7月31日

ゼロ

6月15日届け出分まで

■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

5.31

5.31

6. 2

6. 3

6. 4

6. 7

6. 8

6. 8

6. 9

6.12

6.13

85

86

77

58

78

81

81

64

98

93

79

緑　　　町

下　関　中

川　　　原

新　木　野

桜　通　り

下　関　下

杉沢表第１

西新町第２

麓

堂　ヶ　沢

愛 宕 新 町

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

飯　　　田

新　　　城

羽　　　竜

87

84

89

5. 5

6.10

6.11

清　治

本　人

良　子

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

宮　　　内

水　　　口

下　中　通

堰　ノ　口

中　　　泊

川　　　原

94

84

89

92

90

96

6. 2

6. 4

6.12

6.12

6.15

6.15

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

皿　小　屋

皿　小　屋

61

84

6. 1

6. 8

安　子

一　郎

佐 藤　清 作さん

沼 倉　　 義さん

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

けいご

はると

かんな

りおな　

だいき

田 畑　径 悟くん

丹　 　陽 斗くん

古 田　奏 音ちゃん

菅　　莉緒那ちゃん

工 藤　大 貴くん

すずか

5.31

6. 1

6. 1

6. 4

6. 6

山 谷 第 １

中屋敷（山田）

杉沢表第１

岡　　　田

愛宕町第５

穣さん・亜希子さん

友和さん・佳奈子さん

直人さん・多喜子さん

伸也さん・裕美子さん

貴之さん・優子さん

2014.07.01
18

豊

行　雄

司

美和子

靖　子

自　子

修

本　人

昇

本　人

和　哉

6月15日届け出分まで

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

阿 部　鈴 花ちゃん 6. 2 岩　　　城渉さん・真菜美さん

ゆうき

●皆瀬地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

佐 藤　優 葵くん 5.22 白　　　沢拓也さん・愛さん

樋 渡　廣 志さん

奥 山　テ ツさん

武 石 文太郎さん

小 島　修 造さん

高 橋　義 美さん

奥 山　光 郎さん

松 田 佐十郎さん

藤 原　良 一さん

佐 藤　慶 治さん

高 山　ヒ テさん

菅 野　貞 介さん

大 友　ヒ デさん

髙 山　ミ ヨさん

瀬 川　　 實さん

林 崎 スジヱさん

門 脇 隆一郎さん

佐 藤　イ クさん

兼 子　京 子さん

髙 橋 ハナ子さん

　　　　　勇さん

榮　悦

博

和　子

弘　子

隆　　

満



ひ　　と

第　

　　

回

人

　１０年間、試行錯誤して完成した梅漬け。
「このきれいな赤がなかなか出なくて」と話
す藤川さん。
　色のほか、歯ごたえや塩加減など、梅漬け
の出来を見定める表情には、努力が実ったう
れしさがあふれています。

百
九
百
九
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ふ
じ

受
け
継
い
だ
味
を
基
に
「
湯
沢
の
特
産
品
」
を
目
指
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

藤　

川　

幸　

久
さ
ん
（
50
）
／
湯
沢
地
域

か
わ

ゆ
き

ひ
さ

　

三
関
地
区
は
サ
ク
ラ
ン
ボ
や
リ
ン
ゴ
、
四
月
に
商

標
登
録
が
認
め
ら
れ
た
三
関
セ
リ
が
有
名
で
す
が
、

湯
沢
市
だ
け
で
な
く
、
県
内
で
も
珍
し
い
梅
園
が
あ

る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
父
が
植
え
た
梅
を
受

け
継
ぎ
、
自
家
栽
培
の
梅
と
シ
ソ
を
使
っ
た
梅
漬
け

な
ど
を
販
売
し
て
い
る
の
が
藤
川
幸
久
さ
ん
で
す
。

　

梅
の
木
は
約
三
十
本
。
五
十
年
ほ
ど
前
に
藤
川
さ

ん
の
父
・
雷
治
さ
ん
が
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
よ
り
も
手
入

れ
が
楽
で
、
当
時
は
市
場
で
の
価
格
も
高
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
シ
ソ
と
と
も
に
栽
培
を
始
め
た
も
の
で
す
。

　

藤
川
さ
ん
は
大
学
を
卒
業
後
、
海
外
の
日
本
人
社

会
の
た
め
の
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
で

三
年
間
、
大
学
で
学
ん
だ
植
物
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
に
つ
い
て
の
指
導
や
、
個
人
農
家
に
住
み
込
み

で
の
農
業
支
援
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
帰
国
後
は
東

京
の
生
花
店
に
就
職
。
二
十
八
歳
の
時
に
湯
沢
に
帰

り
、
三
十
歳
で
実
家
の
農
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。

　

水
稲
や
野
菜
栽
培
の
ほ
か
、
経
験
を
基
に
花
卉
栽

培
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
藤
川
さ
ん
の
転
機
は
十

五
年
前
。
藤
川
さ
ん
も
関
わ
っ
た
、
市
と
旧
湯
沢
市

の
若
手
農
家
が
設
置
し
た
農
産
物
直
売
所
で
し
た
。

　
「
梅
や
シ
ソ
、
そ
し
て
自
家
用
に
製
造
し
て
い
た

梅
漬
け
を
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
一
般
の
か
た
の
ほ
か
、

ホ
テ
ル
や
旅
館
の
か
た
が
、
地
元
の
梅
漬
け
と
し
て

宿
泊
客
に
出
す
た
め
購
入
し
て
く
れ
ま
し
た
。
特
に

き
ざ
み
梅
の
売
り
上
げ
が
多
く
、
梅
や
シ
ソ
を
そ
の

ま
ま
市
場
に
卸
す
よ
り
も
、
加
工
な
ど
付
加
価
値
を

付
け
て
売
る
こ
と
の
利
点
に
気
付
き
ま
し
た
」

　

そ
れ
か
ら
は
、
直
売
に
力
を
入
れ
る
た
め
、
祖
母

か
ら
母
へ
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
梅
漬
け
の
味
を
守

り
、
二
〇
〜
二
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
塩
分
を
変
え
な
い

ま
ま
で
、
好
ま
れ
る
味
や
歯
ご
た
え
、
色
合
い
を
目

指
そ
う
と
、
漬
け
方
は
も
ち
ろ
ん
、
材
料
の
梅
や
シ

ソ
の
栽
培
方
法
、
塩
を
ベ
ト
ナ
ム
産
の
岩
塩
に
変
え

る
な
ど
十
年
間
試
行
錯
誤
を
続
け
、
昨
年
、
や
っ
と

思
い
描
い
た
、
カ
リ
カ
リ
と
し
た
歯
ご
た
え
と
見
事

な
赤
い
色
の
梅
漬
け
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
「
味
や
色
な
ど
、
安
定
し
た
食
品
を
作
る
難
し
さ

を
知
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
安
定
し
た
梅
漬
け
の
生

産
の
ほ
か
、
梅
酒
用
と
し
て
地
元
産
の
梅
を
使
い
た

い
と
い
う
話
も
あ
る
の
で
、
よ
り
用
途
に
向
い
た
梅

の
栽
培
を
行
っ
て
、
将
来
的
に
は
、
梅
が
湯
沢
の
特

産
品
の
一
つ
と
な
る
よ
う
に
、
そ
し
て
農
産
物
と
加

工
品
の
販
売
と
い
う
、
年
間
を
通
し
て
収
益
を
得
ら

れ
る
、安
定
し
た
農
家
の
形
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」

　

梅
を
通
じ
た
多
く
の
人
と
の
出
会
い
、
顧
客
か
ら

直
接
反
応
が
得
ら
れ
る
喜
び
な
ど
を
笑
顔
で
話
す
藤

川
さ
ん
。
父
か
ら
受
け
継
い
だ
梅
と
、
祖
母
か
ら
母
、

妻
へ
と
受
け
継
が
れ
た
梅
漬
け
と
い
う
財
産
を
基
に
、

藤
川
さ
ん
の
さ
ら
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
続
き
ま
す
。

ら
い
じ

か　

き
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